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道 徳 学 習 指 導 案

佐伯町立佐伯中学校 村本 勝彦

１ 学 年 第１学年

２ 主題名 「生命の尊厳さについて考える 〔３－（２）生命尊重〕。」

関連項目 ２－（２）人間愛

４－（２）遵法精神

４－（６）家族の一員としての自覚

３ ねらい かけがえのない生命が，多くの人によって支えられていることへの理解を深め，自他の生命を尊

重していくためにはどうしていけばよいのか，についての道徳的判断力を養う。

４ 資料 ビデオ「裕弥ちゃん１歳 輝け命 （ＮＨＫ制作 プロジェクトＸ）」

５ 主題設定の理由

「命は１つしかない，かけがえのないものである 」ということを生徒は知識としては理解している。しか。

し，自分の命が家族や，周囲の人々の支えによって維持されていることまでは十分には認識していない。

そこで 「生命」の尊さを単なる知識としてではなく，心に刻みつけ，自他の生命を尊重していこうとする，

態度と実践力を培うことが大切になってくる。

本学級の生徒たちは，全体的に落ち着いて学校生活を送っているが，お互いを尊重していこうとする態度に

までは至っていない。

資料は，主人公の医師が，肝臓病を患い余命１ヶ月の赤ちゃんを救うために手術に踏み切るか，倫理委員会

の決定を待つべきか，という選択を迫られている葛藤場面が含まれている。

授業の展開に当たっては，価値葛藤をしっかり深めていくために小グループでの話し合いやドラマの活用を

していきたい。また，生徒の心をしっかりとゆさぶっていくためにティーム・ティーチングを行っていくこと

にした。また，少子化の中で赤ちゃんに接したことがないという生徒が学級の三分の二以上いるので，保護者

の協力によりビデオ資料に登場する裕弥ちゃん（当時）と同じ年の赤ちゃんを授業の中に招いて，生徒が赤ち

ゃんに接することで考えを深めたり，心がゆさぶられるように工夫をしてみた。

６ 学習指導過程

〔 〕 （ ） ，「 」 。第１次の目標 主人公 永末医師 の葛藤状況を理解し どうすべきだったのか の判断・理由付けをする

Ｔ１ 村本 Ｔ２ 担任

展開の視点と発問 生徒の活動と予想される反応 Ｔ１の支援の視点 Ｔ２の支援の視点段階

１ 心の耕し

（１）資料のビデオを視聴する。 ビデオを操作す

状 ２ モラルジレン （２）提示された資料の状況を共通 る。

導 マ資料 ビデオ 理解する。（ ）

の内容把握

○ ビデオの中で ＜予想される答え＞ 一つ一つの質問 専門的な語句が

わからなかった ・生体肝移植 ・心肺停止 を大切にしながら 多く出てくるが，

況 語句などはない ・倫理委員会 ・心不全・腎不全 モラルジレンマに 倫理委員会につい

か。 生徒を直面させ ては，特に討議を
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○ 登場人物は誰 ＜予想される答え＞ る。 深めるためにしっ

。か。 ・裕弥ちゃん・お母さん・お父さん かりと理解させる

・おじいちゃん・おじさん

把 ・木村医師・永末医師（主人公）

○ 永末医師は何 ＜予想される答え＞

に迷っているの 裕弥ちゃんの手術をすべきか，規

か。 則を守るべきか。

○ 永末医師はな ＜予想される答え＞

握 ぜ迷っているの 裕弥ちゃんの命を助けるためには 主人公の葛藤状 フラッシュカー

か。 一刻も早く手術をしなければならな 況を生徒全員が理 ドを利用して，葛

入 い。しかし，倫理委員会の許可がな 解できるように支 藤状況を生徒が理

いまま手術をしてしまうと，自分の 援する。 解しやすいように

責任はもちろん，家族にまでも迷惑 板書をする。

をかけてしまう。

３ 道徳的価値の （３）各班ごとに，同じ意見の生徒 生徒が自分の意 生徒が自分の意

類型化 同士で対話する。 見をしっかり語れ 見をしっかり語れ

。るように支援す るように支援する

る。

展 ○ あなたが永末 （４）第１次判断・理由付けを学習 それぞれの人数

医師だったらど ノートにまとめ，自己見解をも 把握を行う。

うしますか。 つ。

考

＜予想される生徒の判断・理由付け＞ 意図的 判断・理由付け

※賛成（規則を破っても手術をするべき ） 指名を を整理して板書し。

判断・理由付け及び道徳性の発達段階 行いな 生徒全員に提示す

開 え ・手術をしなければ 裕弥ちゃんの家族から責められる １ がら， る。， 。

・手術をすれば，裕弥ちゃんの家族から感謝される。 ２ 判断・

・手術をすれば，勇気ある行為だとほめられるだろう。 ３ 理由付

・命を助けるのは，医者として当然のことである。 ３ けの整

を 理を行

※反対（規則は破るべきではない ） う。。

判断・理由付け及び道徳性の発達段階

前 ・大学の規則を破れば，周囲から責められる。 １

も ・規則を破れば，大学をくびになるかもしれない。 ２

・家族にまで，迷惑をかけてしまう。 ３

・規則はやはり守らなくてはならない。 ３

つ （５）同じ意見の者同士でドラマを 自分の思ったま ドラマの会話を

演じる。 まを表現すればい しっかり観察・記

段 ・ジレンマの仮の解決案を表現す いことを生徒に強 録する。

る。 調する。

・即興的に表現する。

・登場人物 永末医師，裕弥ちゃ

んの家族，その他



- 3 -

※論点を明らかにするための分析（第１次判断・理由付け，ドラマをもとに）－予想される論点

◎論点１ このまま手術しなかったら裕也ちゃんはどうなってしまうのか。

◎論点２ もし，規則が破られることが頻繁に起こっていくとどんな社会になっていくのか。

〔第２次の目標〕いろいろな登場人物に役割取得することで 「どうすることが一番よかったのか」の最終判断，

をする。

Ｔ１ 村本 Ｔ２担任 Ｔ３保護者

展開の視点と発問 生徒の活動と予想される反応 Ｔ１の支援の視点 の支援の視点段階 Ｔ２，３

○ 誰が何に悩ん 永末医師のジレ

でいたのか。 ンマの状況を再確

認する

展 ４ Ｔ３と赤ちゃ （６）生徒一人一人が，赤ちゃんを 赤ちゃんの温か 赤ちゃんの温か

んに登場しても 抱っこして 「命」を実感する。 さ・弱々しさ・命 さ・弱々しさ・命，

考 らう。 の尊さなどを生徒 の尊さなどを生徒

が実感できるよう が実感できるよう

に言葉かけをして に言葉かけをして

いく。 いく （Ｔ２）。

え ５ モラルジレン （７）永末医師のとるべき行動につ

マ ディスカッ いてクラスで話し合う。

ション

開

○ 永末医師はど Ｔ２，Ｔ３は，

を うすべきだった 意見の強い側をゆ

のだろうか。 さぶり，弱い側に

味方するように考

６ 価値の一般化 えを述べる。

第２次判断・理

深 由付けとドラマ

＜予想される生徒の判断・理由付け＞

後 ※賛成（規則を破っても手術をするべき ）。

判断・理由付け及び道徳性の発達段階

め ・裕弥ちゃんの家族のためにも，医師としては手術をす ３

べき。

・医師として命を救うのは，当然のことだと思う。 ３

・命は，規則よりも大切なものだと思う。 ４

る ※反対（規則は破るべきではない ）。

判断・理由付け及び道徳性の発達段階

段 ・規則が破られていけば，みんなが自分勝手なことをす ４

る世の中になってしまう。

・規則がなぜあるのか，ということを考えなくてはいけ ４

ないと思う。
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（８）永末医師はどうすべきか，に 第１次同様，自 ドラマの会話を

ついて同じ考えの者同士でドラ 分の思ったままを しっかり観察・記

マを演じる。 表現すればいいこ 録する （Ｔ２）。

とを生徒に強調す

る。

７ 最終判断・理 （９）学習ノートに各自が，最終判 一人一人の生徒

終 ま 由付け 断と その理由付けをまとめる の考えがしっかり， 。

と と深まるように十

末 め 分時間を確保す

る。


